真宗興隆の大祖 by 細川 行信
真
宗
興
隆
の
大
祖
は
じ
め
に
 
親
鸞
聖
人
は
、
九
十
年
と
い
う
長
い
生
涯
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 
ほ
と
ん
ど
自
己
の
履
歴
を
語
る
こ
と
な
く
、
わ
ず
か
に
『
教
行
信 
証
』
の
後
序
に
、
恩
師
法
然
上
人
を
偲
び
な
が
ら
、
忘
れ
得
ぬ
想 
い
出
を
書
き
の
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
記
録
さ
れ
た
悲
・
 
喜
の
事
ど
も
は
、
い
ず
れ
も
師
上
人
に
つ
い
て
の
回
想
で
、
そ
れ 
は
「
よ
き
ひ
と
」
を
外
に
し
て
「
愚
身
」
の
存
在
し
な
い
こ
と
を 
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
同
じ
く
後
序
に
は
、
上
人
を
ば
、
 
「
真
宗
興
隆
ノ
大
祖
源
空
法
師
」
と
明
示
し
、
『
高
僧
和
讃
』 
に
は
「
智
慧
光
ノ
チ
カ
ラ
ヨ
リ 
本
師
源
空
ア
ラ
ハ
レ
テ 
浄
土 
真
宗
ヒ
ラ
キ
ツ
、
 
選
択
本
願
ノ
ヘ
タ
マ
フ
」
と
、
全
き
敬
虔
を 
も
っ
て
讃
嘆
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
浄
土
真
宗
を
開
か
れ
た 
「
真
宗
興
隆
ノ
大
祖
」
に
つ
い
て
、
先
年
問
題
に
さ
れ
た
上
人
の 
行
状
、
と
く
に
臨
終
の
行
儀
に
お
け
る
理
解
し
が
た
い
点
を
如
何 
に
考
え
る
べ
き
か
、
そ
し
て
浄
土
真
宗
を
開
か
れ
た
法
然
上
人
を
細 
川 
行 
信 
そ
の
の
ち
形
成
さ
れ
る
真
宗
教
団
は
如
何
に
崇
敬
し
て
き
た
で
あ 
ろ
う
か
。
今
こ
う
し
た
二
点
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
に
関
す
る
史 
料
を
も
と
め
つ
つ
、
わ
た
く
し
な
り
に
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。
一
 
ま
ず
、
法
然
上
人
の
行
状
に
つ
い
て
う
か
が
う
に
、
上
人
が
専 
修
念
仏
に
帰
入
さ
れ
た
の
は
、
四
十
三
歳
の
時
と
認
め
ら
れ
る 
(
源
空
聖
人
私
日
記
・
伝
法
絵
・
法
然
上
人
行
状
画
図
六
な
ど)
が
、
こ 
の
念
仏
門
へ
の
帰
入
が
そ
の
ま
ま
に
浄
土
宗
の
開
創
と
は
見
做
さ 
れ
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
上
人
が
晩
年
ま
で
「
天
台
黒
谷
」
の
沙
門 
で
あ
っ
た
事
は
、
上
人
自
身
に
「
内
専
修
外
天
台
」
と
も
称
す
べ 
き
二
重
の
面
が
あ
り
、
帰
浄
さ
れ
た
も
の
の
捨
聖
は
さ
れ
な
か
っ 
た
と
し
て
、
先
年
来
こ
う
し
た
問
題
を
め
ぐ
り
、
種
々
に
論
じ
ら 
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
な
上
人
に
お
け 
る
二
重
の
面
を
提
起
さ
れ
た
福
井
康
順
博
士
は
、
と
く
に
上
人
が 
臨
終
に
「
慈
覚
大
師
ノ
九
条
ノ
袈
裟
ヲ
カ
ケ 
頭
北
面
西
ニ
シ
テ
」
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(
私
日
記)
往
生
さ
れ
た
事
に
注
意
さ
れ
、
臨
終
の
際
に
ま
で
厳
密 
の
意
味
に
お
い
て
は
、
山
門
を
全
く
捨
離
し
て
は
い
な
い
と
想
定 
さ
れ
る
。
し
か
も
博
士
は
、
『
法
然
上
人
行
状
画
図
』
に
載
せ
ら 
れ
た
「
聖
覚
法
印
わ
が
心
を
し
れ
り
」(
一
七)
と
い
う
上
人
の
言 
葉
よ
り
、
上
人
が
当
時
か
く
れ
も
な
き
天
台
僧
の
聖
覚
法
印
と
同 
じ
ょ
う
な
念
仏
者
で
あ
ろ
う
と
し
て
、
内
に
専
修
に
帰
さ
れ
つ
つ 
も
、
な
お
外
は
天
台
の
僧
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。 
こ
れ
に
つ
い
て
、
法
然
上
人
三
十
七
回
忌
の
年
に
あ
た
る
宝
治 
二
年
正
月
二
十
一
日
、
『
浄
土
和
讃
』
，
『
浄
土
高
僧
和
讃
』
の 
二
帖
を
稿
了
さ
れ
た
親
鸞
聖
人
は
、
前
者
に
お
い
て
上
人
の
本
地 
を
、
後
者
に
そ
の
垂
述
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
上
人
に
関
す
る
和 
讃
を
以
っ
て
結
ば
れ
た
こ
と
は
、
あ
と
四
日
に
迫
っ
た
恩
師
の
正 
当
忌
に
備
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
十
首 
の
「
源
空
聖
人
」
和
讃
の
う
ち
、
十
八
首
ま
で
が
伝
記
に
つ
い
て 
で
あ
り
、
又
そ
の
な
か
の
六
首
ま
で
が
臨
終
の
行
儀
を
讃
嘆
さ
れ 
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
既
に
言
わ
れ
る
如
く
『
私
日 
記
』
に
よ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
実
は
、
そ
こ
に
展
べ
ら 
れ
た
瑞
相
と
共
に
、
私
は
第
六
首
の
「
一
心
金
剛
戒
師
」(
国
宝
本 
に
依
る)
と
あ
る
一
句
に
、
上
下
に
わ
た
る
上
人
尊
崇
の
実
態
を 
思
い
浮
べ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
一
心
金
剛
戒
は
大 
乗
円
頓
戒
で
あ
り
、
か
つ
て
高
山
寺
よ
り
発
見
さ
れ
た
元
久
元
年
(
ニ
ー
〇
四)
信
空
上
人
署
名
の
円
頓
戒
授
与
の
譜
脈
に
は
「(
前
略) 
:
:
:
良
忍
上
人!
!
慈
眼
房I
源
空
上
人!
!
信
空
」 
と
載
せ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
大
原
の
良
忍
上
人
か
ら
西
塔
黒
谷
の 
慈
眼
房
叡
空
上
人
へ
、
そ
し
て
更
に
同
じ
く
黒
谷
の
法
然
房
源
空 
上
人
へ
の
血
脈
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
法
然
上
人
の
戒 
師
と
し
て
の
地
位
は
、
聖
道
諸
宗
の
師
主
か
ら
も
帰
仰
を
う
け
、
 
た
と
え
ば
上
人
と
対
照
的
な
立
場
に
あ
っ
た
明
恵
上
人
も
、
そ
の
④
 
持
戒
浄
行
に
対
し
て
深
く
仰
信
を
懐
い
た
事
が
知
ら
れ
、
こ
う
し 
た
こ
と
は
、
の
ち
に
『
元
亨
釈
書
』
の
中
で
「
盛
説
ー
ー
専
修
及
円
頓 
菩
薩
大
戒7
緇
白
靡
然
向
レ
風
」(
慧
解
二
之
四)
と
載
せ
る
如
く
、
 
専
修
念
仏
の
宣
説
と
共
に
、
上
人
の
人
格
を
知
る
上
に
重
要
な
こ 
と
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
こ
と
は
吉
水
に
お
い
て
専
修 
念
仏
を
唱
導
す
る
事
と
、
天
台
宗
に
僧
籍
を
も
つ
戒
師
で
あ
る
事 
と
が
、
決
し
て
矛
盾
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
し
、
そ
の
時
代 
に
生
き
ら
れ
た
上
人
を
知
ろ
う
と
す
る
場
合
、
仮
り
に
私
な
り
の 
表
現
を
用
い
れ
ば
、
黒
谷
沙
門
と
い
う
社
会
的
な
環
境
と
、
専
修 
念
仏
者
と
し
て
の
宗
教
的
な
心
境
と
の
、
二
つ
の
立
場
に
お
い
て 
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
今
、
こ
う
し
た
内
な
る
心
と 
外
な
る
相
と
に
関
し
て
、
上
人
と
宗
教
的
立
場
に
お
い
て
は
深
く 
結
ば
れ
て
い
た
聖
覚
法
印
も
、
上
人
を
と
り
ま
く
専
修
念
仏
者
が 
次
第
に
聖
道
諸
宗
を
誹
謗
し
社
会
秩
序
を
惑
乱
せ
し
め
る
と
、
こ
40
こ
に
断
乎
と
し
て
そ
の
弾
圧
に
乗
り
出
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。 
こ
れ
に
つ
い
て
、
嘉
禄
三
年
の
法
難
に
際
し
、
『
皇
帝
紀
抄
』
に 
は
「
十
月
十
五
日
山
門
僧
綱
以
下
、
三
綱
所
司
、
日
吉
社
司
等 
群
参
、
訴
一
一
—
申
専
修
念
仏
宗
停
廃
事-
」(
八)
と
あ
り
、
三
綱
に 
し
て
当
時
、
探
題
職
に
あ
っ
た(
探
題
次
第)
聖
覚
法
印
は
、
当
然 
そ
の
停
廃
側
に
立
つ
こ
と
と
な
り
、
『
金
綱
集
』
に
は
「
去
月
十 
五
日
聖
覚
・
貞
雲
・
宗
源
・
朝
晴
・
延
真
陳
参
、
以
ー
ー
聖
覚
一
為
ー
ー 
云
口
文
聖
—
X
永
可
レ
被
レ
停
二
廃
念
仏
宗
一
之
由
言
二
上
之
一
」(
五)
と
、
 
ま
さ
し
く
停
止
の
推
進
者
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で 
実
は
こ
の
法
難
に
よ
っ
て
、
法
印
と
同
じ
天
台
僧
の
隆
寛
律
師
が 
流
罪
に
処
せ
ら
れ
た
。
こ
の
隆
寛
律
師
は
「
上
人
ッ
ネ-
一
 
ノ
タ
マ 
ヒ
ケ
ル
ハ
、
吾
カ
後
二
念
仏
往
生
ノ
義
ス
ク
ニ
イ
ハ
ム
ス
ル
人
ハ 
聖
覚
ト
隆
寛
ト
ナ
リ
ト
」(
明
義
進
行
集
三)
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
 
念
仏
往
生
の
宗
教
的
立
場
に
お
い
て
、
聖
覚
と
も
同
致
で
あ
っ
た 
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
隆
寛
が
、
そ
の
著
『
極
楽
浄
土
宗
義
』
に 
「
日
本
国
天
台
山
首
楞
厳
院
戒
心
谷
権
律
師
隆
寛
」(
中
・
下
巻
奥
書) 
と
誌
し
、
「
就
中
隆
寛
昔
住
二
楞
厳
院
一
忝
酌
ニ
彼
遺
流(
今
雖
一
入
二 
浄
土 
一
門
一
所
一
一
仰-
専
在:
恵
心
古
風7
然
恵
、』
禀
一
一
慈
恵
一
師
資
義 
趣
定
以
無-
一
違
一
歟
」(
巻
末)
と
記
し
た
も
の
の
、
並8
の
竪
者
定 
照
の
『
弾
選
択
』
に
対
し
て
『
顕
選
択
』
を
著
わ
し
、
そ
の
な
か 
で
「
汝
が
僻
破
の
あ
た
ら
ざ
る
事
、
た
と
へ
ば
暗
天
の
飛
礫
の
ご
と
し
」(
行
状
画
図
四
二)
と
駁
し
て
『
選
択
集
』
を
弁
護
す
る
に 
い
た
り
、
こ
こ
に
自
ら
の
属
す
る
山
門
よ
り
専
修
念
仏
の
「
張
本
」 
(
皇
帝
紀
抄
・
明
月
記)
と
目
さ
れ
て
、
空
阿
弥
陀
仏
や
成
覚
房
と
共 
に
処
刑
さ
れ
、
つ
い
に
山
門
に
お
け
る
地
位
を
も
失
う
に
い
た
っ 
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
兼
実
の
弟
で
あ
り
、
四
度
ま
で
天
台
座
主 
の
要
職
を
勤
め
た
慈
円
僧
正
の
場
合
、
そ
の
信
仰
は
一
面
に
お
い 
て
熱
心
な
念
仏
者
で
あ
る
が
、
し
か
し
よ
り
重
要
な
事
は
、
彼
が 
顕
密
の
忠
実
な
継
受
者
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
が
法
然
上
人
と
相
容
⑤
れ
な
い
と
言
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
嘉
禎
三 
年
(
一
二
三
七)
耽
空
の
撰
に
な
る
『
伝
法
絵
』
に
よ
れ
ば
、
上
人 
の
帰
洛
に
際
し
「
御
沙
汰
と
し
て
、
大
谷
の
禅
房
に
居
住
」(
三) 
せ
し
め
、
上
人
の
七
七
忌
辰
に
「
御
諷
誦
文
」(
四)
を
捧
げ
た
と 
い
う
。
若
し
こ
の
伝
え
が
事
実
と
す
れ
ば
、
法
然
と
の
宗
教
的
立 
場
で
の
相
異
と
矛
盾
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
先
に 
み
て
き
た
如
く
、
宗
教
的
立
場
と
社
会
的
立
場
と
は
必
ず
し
も
ー 
致
す
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
今
の
場
合
も
「
吉
水
の
大
僧
正
」
と 
い
う
社
会
的
立
場
に
お
い
て
認
め
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し 
か
し
、
そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て
、
慈
円
が
そ
の
著
『
愚
管
抄
』
に 
法
然
上
人
の
行
状
、
と
く
に
臨
終
に
つ
い
て
「
ソ
レ
モ
往
生
く 
ト
云
ナ
シ
テ
人
集
マ
リ
ケ
レ
ド
、
サ
ル
タ
シ
カ
ナ
ル
事
モ
ナ
シ
、
縮
〉
臨
終
行
儀
モ
僧
賀
上
人
ナ
ド
ノ
ヤ
ウ
ニ
ハ
イ
ハ
ル
、
事
モ
ナ
シ
、
41
カ
、
ル
事
モ
ア
リ
シ
カ
バ
、
是
ハ
昨
今
マ
デ
シ
リ
ビ
キ
ヲ
シ
テ
、
 
猶
ソ
ノ
魚
鳥
女
犯
ノ
専
修
ハ
大
方
エ
ト
ヾ
メ
ラ
レ
ヌ
ニ
ャ
」(
六) 
と
、
そ
の
述
べ
る
と
こ
ろ
、
首
疋
に
よ
そ
よ
そ
し
く
も
冷
淡
で
あ 
っ
て
、
こ
う
し
た
表
現
に
も
宗
教
的
心
境
の
相
異
の
ほ
ど
が
察
せ 
ら
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
と
は
全
く
反
対
に
、
法
然
上
人 
に
自
己
の
全
体
を
挙
げ
て
帰
依
す
る
親
鸞
聖
人
の
場
合
、
そ
の
臨 
終
に
あ
わ
れ
な
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
「
奇
瑞
否
一
可
一
一
称
計-
見
一- 
別
伝
一
」
と 
「
別
伝
」(
私
日
記
と
推
定)
に
記
載
さ
れ
る
奇
瑞
を
、
 
分
別
を
超
え
た
宗
教
的
立
場
に
お
い
て
確
信
さ
れ
、
こ
の
立
場
に 
お
い
て
聖
人
は
ま
た
、
聖
覚
法
印
や
隆
寛
律
師
を
も
尊
崇
さ
れ
た 
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
わ
た
く
し
な
り
に
述
べ
た
と
こ
ろ
を
要
約
す
る
と
、
法 
然
上
人
の
捨
聖
帰
浄
は
宗
教
的
心
境
で
言
わ
れ
、
こ
の
事
は
天
台 
僧
・
戒
師
と
い
う
外
相
を
こ
え
た
根
元
的
立
場
を
示
す
も
の
で
あ 
っ
て
、
か
か
る
宗
教
的
敬
虔
感
情
に
お
い
て
こ
そ
、
理
解
し
が
た 
い
と
さ
れ
る
入
滅
の
瑞
相
も
領
解
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か 
ろ
う 
か
。
二
建
仁
元
年
、
二
十
九
歳
に
し
て
親
鸞
聖
人
は
、
師
上
人
と
宗
教 
的
心
境
を
同
じ
う
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
つ
い
で
三
十
三
歳
の
時
に
『
選
択
集
』
の
付
属
と
真
影
の
図
画
を
許
さ
れ
た
。
こ
の
上 
人
よ
り
の
恩
恕
に
つ
い
て
、
聖
人
は
「
是
専
念
正
業
之
徳
也
、
是 
決
定
往
生
之
徴
也
」
と
誌
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
『
選
択
集
』
の
付 
属
は
、
そ
の
書
が
公
開
を
憚
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
上
人
の 
門
下
と
い
え
ど
も
見
写
を
許
さ
れ
た
も
の
は
極
め
て
少
く
、
わ
ず 
か
に
隆
寛(
伝
法
絵
・
明
義
進
行
集)
・
証
空
(
選
択
密
要
決)
・
弁
長 
(
徹
選
択
集)
・
信
空(
行
状
絵
図
四
一)
、
そ
れ
に
執
筆
の
安
楽
・
真 
観(
密
要
決'
仃
状
画
図
ー
ー)
を
加
え
て
も
、
わ
が
聖
人
を
含
め
て 
七
名
を
数
え
る
に
過
ぎ
ず
、
ま
さ
し
く
「
獲
二
此
見
写
一
之
徒
甚 
以
難
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
真
影
の
図
画
に
い 
た
っ
て
は
、
聖
人
の
ほ
か
に
そ
の
例
を
知
り
え
な
い
が
、
こ
れ
は 
既
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
こ
ろ
禅
宗
で
行
わ
れ
た
頂
相
の
風 
習
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
頂
相
が
「
善
知
識
ノ
会
下
ー
ー
参
シ
テ 
頂
相
一
幅
・
法
語
一
軸
ヲ
懇
請
シ
テ
嗣
法
ノ
標
準
二
ソ
ナ
フ
」 
(
正
法
眼
蔵
一
六)
と
、
付
法
の
徴
証
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
 
聖
人
が
入
室
後
わ
ず
か
五
年
に
し
て
真
影
図
画
の
恩
許
を
得
た
の 
は
、
ま
っ
た
く
破
格
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
「
決
定
往
生
之 
徴
」
と
い
う
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
右
の
『
選
択
集
』
と
上
人
真
影
に
つ
い
て
、
そ
の 
『
選
択
集
』
は
今
も
知
り
え
な
い
が
、
一
方
の
真
影
は
、
中
沢
見 
明
氏
に
よ
っ
て
妙
源
寺
所
蔵
の
「
選
択
相
伝
の
御
影
」
が
紹
介
さ
42
れ
、
今
日
か
な
り
有
力
な
説
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
と
も 
か
く
、
こ
う
し
た
古
い
法
然
上
人
の
画
像
を
拝
見
し
て
、
そ
れ
を 
禅
僧
の
頂
相
と
比
較
し
て
み
る
と
、
概
し
て
頂
相
の
厳
し
さ
と
は 
異
っ
た
親
し
み
を
覚
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
と
く
に
二
尊
院
の
い 
わ
ゆ
る
「
足
曳
の
御
影
」
に
お
い
て
、
そ
こ
に
日
用
の
風
呂
敷
包 
を
画
い
た
構
図
の
中
に
、
い
か
に
も
大
衆
的
・
開
放
的
な
も
の
を 
感
ず
る
が
、
こ
れ
は
更
に
親
鸞
聖
人
の
安
城
御
影
や
鏡
御
影
の
場 
合
、
こ
ま
ご
ま
し
た
調
度
品
や
大
地
に
立
つ
雄
姿
の
上
に
、
よ
く 
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
か
く
て
、
こ
れ
ら
真
影
の
上
に
も
う
か
が 
わ
れ
る
念
仏
門
の
独
自
な
性
格
は
、
そ
れ
を
開
か
れ
た
法
然
上
人 
へ
の
讃
仰
と
共
に
、
そ
の
教
の
伝
わ
る
と
こ
ろ
常
に
伝
統
さ
れ
て 
ゆ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ま
ず
本
願
寺
の
創
立
さ 
れ
る
覚
如
上
人
の
時
代
を
考
え
て
み
た
い
。
さ
て
、
覚
如
上
人
の
誕
生
は
、
曾
祖
父
に
当
る
親
鸞
聖
人
の
滅 
後
ハ
年
で
、
そ
の
少
年
の
頃
に
は
「
年
々
廟
堂
に
詣
す
」(
親
鸞
伝 
絵
下
ノ
七)
聖
人
直
弟
の
あ
っ
た
事
を
認
め
う
る
が
、
よ
う
や
く 
壮
年
を
迎
え
ら
れ
る
時
分
に
は
、
す
で
に
直
弟
も
な
く
な
り
、
加 
う
る
に
唯
善
事
件
の
後
は
、
地
方
門
徒
と
の
間
に
意
見
の
齟
齬
を 
招
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
事
は
別
に
述
べ
て
あ
る
の
で
言 
及
し
な
い
が
、
そ
の
結
論
を
申
せ
ば
、
五
十
歳
の
頃
に
本
廟
を
本 
願
寺
と
権
威
化
す
る
方
針
が
と
ら
れ
、
破
邪
と
顕
正
に
よ
る
信
仰
の
統
一
を
目
指
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
三
代
伝
持
」
の
血
脈
を
提
唱 
さ
れ
た
。
こ
れ
は
周
知
の
通
り
、
浄
土
真
宗
の
伝
統
は
曾
祖
師
法 
然
上
人
か
ら
祖
師
親
鸞
聖
人
へ
、
さ
ら
に
先
師
如
信
上
人
へ
と
嫡 
伝
さ
れ
た
事
を
明
か
す
も
の
で
、
こ
う
し
た
表
示
が
本
願
寺
の
草 
創
期
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
留
意
す
べ
き
事
で
あ
る
。
猶
こ
れ
よ
り 
前
、
上
人
三
十
二
歳
の
時
に
、
需
め
に
応
じ
て
法
然
上
人
の
伝
記 
を
編
集
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
『
拾
遣
古
徳
伝
』
九
巻
が
こ
れ
で
あ 
る
。
こ
の
ほ
か
上
人
に
は
、
既
に
二
十
三
・
四
・
五
歳
の
こ
ろ
に 
『
報
恩
講
私
記
』
を
著
わ
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
聖
人
の
三
十
三 
回
忌
を
迎
え
る
に
あ
た
り
「
本
所
の
例
事
と
し
て
毎
月
の
御
忌
に 
勤
行
せ
ら
れ
」(
最
須
敬
重
絵
詞
七)
る
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
三 
段
に
分
け
ら
れ
、
第
一
段
の
「
讃
二
真
宗
興
行
徳­
」
に
中
に
、
わ 
が
聖
人
に
つ
い
て
「
奉
レ
謁-
一
本
朝
念
仏
元
祖
黒
谷
聖
人
一
問
—
ー
ー
答 
出
離
之
要
道
一
授
以-­
浄
土 
一
宗
一
示
以
二
念
仏
一
行
こ
と
述
べ 
る
。
こ
れ
に
関
し
て
聖
人
在
世
中
、
法
然
上
人
の
忌
日
に
「
二
十 
五
日
ノ
御
念
仏
」(
御
消
息
集
ハ)
が
行
わ
れ
た
が
、
聖
人
の
滅
後 
そ
の
命
日
に
当
る
二
十
八
日
、
ま
た
は
前
日
の
二
十
七
日(
本
廟 
創
立
文
書
・
了
智
「
定
」)
に
変
っ
た
が
、
こ
れ
は
念
仏
集
会
に
つ
い 
て
で
あ
っ
て
、
初
期
本
願
寺
の
時
代
、
法
然
上
人
の
祥
月
命
日
に 
御
忌
の
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
存
覚
上
人
が
「
黒
谷
源
空
聖
人 
真
影
」
の
裏
書
に
「
貞
治
六
歳
亓
正
月
廿
五
日
、
当
聖
人
御
忌
、
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擬
大
祖
報
恩:
.
(
下
略)
」(
袖
日
記)
と
誌
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ 
て
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
「
黒
谷
四
十
ハ
巻
絵
詞
」
や
「
法
然 
上
人
御
起
請
文
」
な
ど
の
書
写
も
さ
れ
た
が
、
前
者
は
『
法
然
上 
人
行
状
画
図
』
の
詞
書
で
あ
り
、
後
者
は
『
一
枚
起
請
文
』
で
あ 
っ
て
、
こ
う
し
た
存
覚
上
人
当
時
の
状
態
か
ら
、
覚
如
上
人
時
代 
の
法
然
上
人
尊
崇
の
模
様
を
も
推
測
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
も
っ 
と
直
接
的
な
史
料
を
あ
げ
る
と
、
今
迄
あ
ま
り
注
意
さ
れ
な
か
っ 
た
法
然
上
人
讃
仰
の
『
知
恩
講
私
記
』
が
、
実
は
最
古
の
法
然
伝 
の
-
っ
で
あ
る
事
を
立
証
す
る
、
元
仁
二
年(
一
ニ
ニ
五)
の
書
写
⑨
本
が
東
寺
の
宝
菩
提
院
三
密
蔵
よ
り
発
見
さ
れ
、
つ
い
で
赤
松
俊 
秀
博
士
は
『
報
恩
講
私
記
』
が
『
知
恩
講
私
記
』
を
手
本
と
し
て 
作
ら
れ
た
事
を
指
摘
さ
れ
た
。
か
く
て
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
す
で 
に
行
わ
れ
る
二
十
五
日
の
『
知
恩
講
私
記
』
に
対
し
て
、
さ
ら
に 
二
十
八
日
に
は
『
報
恩
講
私
記
』
が
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た
も
の 
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
本
願
寺
の
創
立
に
と
も
な
い
「
本
願
寺 
聖
人
」(
執
持
鈔
・
口
伝
鈔
・
改
邪
鈔)
と
し
て
の
親
鸞
聖
人
に
対
す 
る
報
恩
・
崇
敬
が
一
段
と
た
か
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
も 
猶
そ
の
晩
年
、
八
十
歳
を
迎
え
て
次
の
如
き
和
歌
を
詠
ま
れ
て
い 
る
。か
ぞ
ふ
れ
ば
釈
迦
と
祖
師
と
の
よ
は
ひ
ま
で 
い
け
る
ハ
十
の
身
さ
へ
た
う
と
し
こ
れ
は
、
『
慕
帰
絵
詞
』
巻
九
に
載
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
ハ
十 
歳
で
入
滅
さ
れ
た
釈
尊
と
同
じ
年
齢
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に 
い
う
「
祖
師
」
は
、
法
然
上
人
を
思
慕
し
て
の
表
現
と
み
ら
れ
よ 
う
。
な
お
、
覚
如
上
人
上
足
の
弟
子
で
、
そ
の
葬
送
に
も
立
会
っ 
た
乗
専(
袖
日
記)
は
、
そ
の
師
の
臨
終
に
つ
い
て
「
大
覚
世
尊
入 
涅
槃
の
儀
式
を
ま
も
り
、
ち
か
く
は
両
祖
聖
人
入
滅
の
作
法
に
順 
じ
て:
：
：(
下
略)
」(
敬
重
絵
詞
七)
と
、
法
然
・
親
鸞
の
両
聖
人
の 
作
法
に
準
拠
さ
れ
た
事
を
伝
え
、
こ
う
し
た
臨
終
の
儀
式
に
も
ま 
た
、
法
然
上
人
よ
り
の
伝
統
を
う
か
が
う
事
が
で
き
る
。 
と
こ
ろ
で
、
先
に
あ
げ
た
覚
如
上
人
の
も
の
と
同
じ
よ
う
な
内 
容
の
和
歌
を
、
本
願
寺
を
再
興
さ
れ
た
蓮
如
上
人
も
詠
ま
れ
て
い 
る
事
を
知
っ
て
、
わ
た
く
し
な
り
に
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の 
蓮
如
上
人
筆
の
和
歌
は
浄
興
寺
に
所
蔵
さ
れ
、
「
二
首
御
詠
歌
」 
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
は
じ
め
に
「
法
印
権
大
僧
都
兼
寿
侔
遭
宓 
な
」
と
し
て
、
次
の
如
き
二
首
が
書
か
れ
て
い
る
。 
仏
に
も
祖
師
に
も
よ
は
ひ
お
な
し
く
て 
ハ
十
地
に
み
て
る
あ
く
る
初
春 
我
な
く
は
誰
も
心
を
ひ
と
つ
に
て 
南
無
阿
弥
陀
仏
と
た
の
め
み
な
人
こ
の
う
ち
、
第
一
首
の
和
歌
は
、
既
に
禿
氏
祐
祥
博
士
が
「
和 
歌
集
」(
御
文
全
集
ニ
ニ
五
頁)
の
中
に
載
せ
ら
れ
、
ま
た
松
任
の
本
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誓
寺
に
同
種
の
も
の
を
伝
え
る
が
、
い
ま
問
題
と
す
る
こ
の
「
祖 
師
」
は
、
や
は
り
覚
如
上
人
の
場
合
と
同
様
、
法
然
上
人
の
事
と 
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
次
に
、
上
人 
が
如
何
に
法
然
上
人
を
崇
敬
さ
れ
た
か
を
『
御
文
』
を
は
じ
め
、
 
そ
の
行
実
を
伝
え
る
史
料
の
上
に
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。 
先
ず
そ
の
は
じ
め
に
当
り
、
蓮
如
上
人
は
「
如
何
に
し
て
か
わ 
れ
一
代
に
を
い
て
、
聖
人
の
一
流
を
諸
方
に
顕
は
さ
ん
」(
遺
徳
記) 
こ
と
を
志
念
さ
れ
た
が
、
実
は
覚
如
上
人
の
あ
と
、
善
如
・
綽
如 
・
巧
如
・
存
如
四
上
人
の
凡
そ
百
年
間
、
と
く
に
前
二
代
の
本
願 
寺
は
青
蓮
院
の
管
領
下
に
あ
っ
て
、
「
威
儀
を
本
に
」
・
「
黄
袈 
裟
黄
衣
に
」(
実
悟
旧
記)
て
、
い
わ
ゆ
る
聖
道
儀
式
化
し
、
つ
い 
で
巧
如
上
人
の
時
代
に
は
「
御
本
寺
様
ハ
人
セ
キ
タ
ヘ
テ
、
参
詣 
ノ
人
一
人
モ
ミ
エ
サ
セ
タ
マ
ハ
ス
、
サ
ヒ'
^
^
ト
ス
ミ
テ
オ
ハ
シ 
マ
ス
」(
本
福
寺
由
来
記)
と
い
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う 
な
環
境
の
中
で
蓮
如
上
人
が
、
親
鸞
聖
人
の
伝
統
精
神
を
再
興
さ 
れ
た
こ
と
は
、
後
世
ひ
ろ
く
「
御
再
興
の
上
人
」(
実
悟
旧
記)
と 
称
さ
れ
る
事
か
ら
も
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
聖
人
一
流
の
伝
統
に
は 
更
に
「
夫
浄
土
真
宗
と
は
、
顕
浄
土
の
中
よ
り
え
ら
び
い
だ
し
た 
ま
ふ
と
こ
ろ
の
元
祖
聖
人
の
御
一
流
な
り
」(
帖
外
御
文
二
ニ
四) 
と
、
法
然
上
人
に
も
と
ず
く 
一
流
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
は 
一
面
、
当
時
の
「
浄
土
門
に
四
ケ
の
流
々
あ
れ
ど
も
」(
空
善
記)
と
い
う
西
山
・
鎮
西
・
九
品
寺
・
長
楽
寺
の
四
流
に
対
す
る
も
の 
で
は
あ
る
が
、
又
こ
う
し
て
作
ら
れ
る
『
御
文
』
に
つ
い
て
「
御 
文
を
ば
如
来
の
直
説
と
存
ず
べ
き
由
に
て
候
、
か
た
ち
を
み
れ
ば 
法
然
、
詞
を
き
け
ば
弥
陀
の
直
説
と
い
へ
り
」(
実
悟
旧
記)
と
い 
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
、
法
然
上
人
の
形
を
通
し
て
更
に
弥 
陀
の
直
説
に
も
と
ず
く
、
蓮
如
上
人
の
宗
教
的
信
念
が
端
的
に
う 
か
が
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
上
人
の
心
境
は
、
し
た
が
っ
て
ま
た
法 
然
上
人
へ
の
報
恩
謝
徳
と
し
て
、
「
蓮
如
上
人
の
御
代
に
は
毎
月 
廿
五
日
の
勤
の
後
に
知
恩
講
私
記
を
あ
そ
ば
さ
れ
候
き
」
と
、
『
知 
恩
講
私
記
』
の
拝
読
さ
れ
た
こ
と
が
『
本
願
寺
作
法
之
次
第
』
に 
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
同
じ
く
『
作
法
之
次
第
』
に
よ
れ
ば
「
正 
月
二
十
五
日
に
は
、
蓮
如
の
御
時
は
毎
年
三
箇
日
御
仏
事
御
入
候
」 
と
て
、
そ
の
祥
月
に
は
三
日
間
の
仏
事
が
勤
め
ら
れ
た
事
を
知
り 
う
る
。
と
こ
ろ
が
、
次
の
実
如
上
人
の
代
に
な
る
と
、
二
十
二
日 
の
『
太
子
講
私
記
』
・
二
十
五
日
の
『
知
恩
講
私
記
』
・
二
十
七 
日
の
『
両
師
講
私
記
』
の
う
ち
、
後
の
二
つ
は
「
実
如
の
御
時
よ 
り
被
略
、
あ
そ
ば
し
候
は
ぬ
事
也
」
と
て
、
以
後
お
こ
な
わ
れ
な 
く
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
と
く
に
二
十
五
日
は
前
住
蓮
如
上 
人
の
御
命
日
に
も
当
る
た
め
「
法
然
聖
人
の
御
命
日
儀
式
、
ま
ぎ 
れ
申
候
て
、
此
比
は
無
分
別
候
」
と
て
取
紛
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ 
れ
に
つ
い
て
永
正
の
初
年
、
光
教
寺
の
蓮
誓(
駆I
証
沙
鄴
)
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は
、
実
如
上
人
に
そ
の
中
止
の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
上
人
の 
返
事
に
「
何
と
も
ふ
し
が
成
か
ね
候
」
と
い
う
こ
と
で
、
省
略
さ 
れ
た
ま
ま
に
な
っ
た
と
い
う
。
以
上
、
断
片
的
な
史
料
収
集
に
お
わ
っ
た
が
、
一
応
そ
の
史
料 
に
よ
っ
て
、
法
然
上
人
に
対
す
る
讃
仰
の
事
跡
を
述
べ
て
き
た
。 
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
通
し
て
結
論
し
う
る
こ
と
は
、
覚
如
上
人
と 
い
い
蓮
如
上
人
と
い
い
、
真
宗
教
団
の
興
隆
を
意
図
さ
れ
る
場
合 
そ
の
源
流
が
法
然
上
人
に
あ
る
事
を
忘
れ
ら
れ
ず
、
本
願
寺
の
創 
立
・
再
興
に
際
し
て
、
あ
つ
く
崇
敬
さ
れ
た
こ
と
を
、
い
ま
更
に 
意
義
ぶ
か
く
感
ず
る
次
第
で
あ
る
。
① 
田
村
円
澄
著
『
法
然
上
人
伝
の
研
究
』
九
六
頁
に
述
べ
ら
れ
、
注
目
す 
べ
き
説
で
あ
る
。
② 
福
井
康
順
稿
「
法
然
伝
に
つ
い
て
の
二
三
の
問
題
」
(
印
度
学
仏
教
学
研
究
五
ノ
ニ)
の
論
孜
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
用
い
ら
れ
た
。
③
福
井
康
順
稿
「
法
然
上
人
の
捨
聖
帰
浄
に
つ
い
て
」
(
塚
本
博
士
頌 
寿
紀
念
「
仏
教
史
学
論
集
」
所
収)
。
こ
れ
に
対
し
て
伊
藤
真
徹
・
 
香
月
乗
光
氏
等
、
従
来
の
所
説
に
も
と
ず
い
て
反
論
さ
れ
た
。
⑷
『
摧
邪
輸
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
源 
空
門
下
に
お
け
る
念
仏
義
の
展
開
」
に
も
述
べ
た
。
⑤ 
多
賀
宗
隼
著
『
慈
円
』
一
ハ
ハ
〜
一
九
〇
頁
に
要
領
よ
く
ま
と
め
ら 
れ
て
い
る
。
⑥ 
日
下
無
倫
著
『
総
説
・
親
鸞
伝
絵
』
一
五
〇
頁
⑦ 
中
沢
見
明
著
『
真
宗
源
流
史
論
』
の
第
ハ
章
「
選
択
相
伝
の
御
影
に 
就
い
て
」
⑧ 
『
大
谷
本
廟
史
』
七
三
〜
ハ
五
頁
⑨ 
櫛
田
良
洪
稿
「
新
発
見
の
法
然
伝
記
」
(
日
本
歴
史
ニ
〇
〇
号)
⑩ 
「
新
出
の
知
恩
講
私
記
に
つ
い
て
」
(
日
本
歴
史
ニ
〇
二
号)
⑪
蓮
如
上
人
御
影
の
上
部
に
貼
ら
れ
た
紙
牌
に
、
上
人
の
筆
で
二
首
の 
歌
が
書
か
れ
、
そ
の
第
一
首
に
「
仏
に
も
祖
師
に
も
よ
は
ひ
お
な
し 
く
て 
い
け
る
ハ
十
地
の
か
す
そ
た
ふ
と
き
」
と
あ
る
。
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